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1.　研究の背景・目的

近年、都市において災害に対する安全性の評価が注目されて
いる中で、本研究では、道路ネットワークの観点から都市にお
ける安全性の評価を行う。

研究背景

研究目的

災害時の防災関連施設からの災害発生個所へのアクセス性、
あるいは避難場所への最短経路の導出、さらには、避難時なら
びに災害個所へのアクセス時に弊害が起こると想定される個所
の特定などの救援経路と避難経路の総合的な評価をGIS（地理
情報システム）を用いて行う。



2.　研究のフロー

事前評価 事後評価

道路幅員評価

建物評価

建物間口評価

最近隣測度

建物高さ評価

避難施設近接性評価

事前総合評価

閉塞道路想定

災害発生個所到達評価

経路選択シミュレーション

避難経路選択

救援経路選択

総合評価



3.　研究対象地域

生石１，３丁目

中春日町

西春日町

東春日町

勢家町１～４丁目

王子中町

王子南町

王子西町

王子北町

王子町

寿町

新町

高砂町

千代町４丁目の一部

大分市の王子・春日・勢家町地区



4.　評価方法

ｰ事前評価ｰ

◎　道路幅員評価

・道路幅員と車線数によってパラメータSを設定

・道路の始点と終点の幅員が違う場合は道路
　幅員係数αｒを求める。

道路幅員評価値　Ｗ＝Ｓ×αｒ
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道路幅員評価



ｰ　事前評価　－

◎　建物評価

◇　建物間口評価

・一本の道路に接する建物幅（建物間口）の　
　総和を求める。

・建物は一般的に道路の両側に接しているが
　ここでは片側ずつ計算し、悪い方の値を採用

n1

n2

n3

N

N

ni∑　αｂ＝

建物間口評価値　α＝1－
b

b

α
α

max

建物間口評価



ｰ　事前評価　－

◇　最近隣測度

◎　建物評価

・建物の分布状況を評価するために　
　最近隣測度を町丁目界毎に計算
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ここではランダム分布に近い方が評価が良いとした
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最近隣測度



ｰ　事前評価　－

◎　建物評価

◇　建物高さ評価

・道路の幅員と建物の高さを用いて評価

・個々の建物毎に値を出し、一番悪い
　値を評価値として採用
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建物高さ評価



ｰ　事前評価　－

◎　避難施設近接性評価

・大分市指定の収容避難所への近接性を
　評価

・実距離250ｍ毎でパラメータを設定

避難施設から250ｍ毎のバッファ
避難施設近接性評価



ｰ　事前評価　－

◎　事前総合評価

・道路幅員評価～避難施設近接性評価
　まで評価値を総合

事前総合評価



ｰ　事後評価　－

事前評価を受けて、避難経路と救援経路の閉塞路を設定する。

閉塞道路想定

道路幅員評価、建物間口評価、建物高さ評価

道路幅員評価、建物間口評価、建物高さ評価

避難施設近接性評価、最近隣測度評価

救援経路

避難経路

20.81  ～ 1.20

31.21  ～ 1.60

52.21  ～ 3.00

41.61  ～ 2.20

10.00  ～ 0.80

閉塞ランク事前評価値（道路幅員評価・建物間口評価・建物高さ評価）

43.01  ～ 3.50

22.01  ～ 2.50

32.51  ～ 3.00

53.51  ～ 4.00

10.00  ～ 2.00

閉塞ランク事前評価値（事前総合評価値）

・・・・

・・・・



ｰ　事後評価　－

災害発生個所到達評価
閉塞ランク１

閉塞ランク３ 閉塞ランク４

閉塞ランク２



ｰ　事後評価　－

閉塞路を設定した避難経路

閉塞ランク１

閉塞ランク４

閉塞ランク２

閉塞ランク３



ｰ　事後評価　－

経路選択シミュレーション

避難経路選択

閉塞ランク１ 閉塞ランク２

の地点から最寄の避難施設までの経路選択



経路選択シミュレーション

ｰ　事後評価　－

救援経路選択

閉塞ランク１ 閉塞ランク２



ｰ　事後評価　－

総合評価

最も評価の高い地区

最も評価の低い地区

救援経路の閉塞が目立つ地区

生石地区

勢家町地区

中春日町地区

新町地区



ｰ　総括　－

総括

今後の課題

今回用いた評価値によって、道路ネットワーク上の問題点を
明らかにすることができ、これからの防災計画に役立てること
ができると考えられる。

研究対象地域の拡大と、更なる評価方法の検討が必要で
ある。

道路ネットワークの観点からの評価のみでなく、建築物に
ついての評価も行い、総合的に評価することが必要。


